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市市津津大大泉泉泉大津市長 南出

施

く築を盤基のめたる残き生
、し戦挑、ずせ臆に化変の代時
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営
経
域
地
ら
え
付
交
と
ジ
力
ぐ
責
の
ー
ポ
民
官
。
た
未
域
まし
出
の
会
会
社
産
るｏＩは

国
変
会Ａ
（
構
口
減
口
日ド
の
ロ
グ
、
ど
的
続

持
の
済
経
、
少
減
の
口
人
働
労
る
よ
に

化
齢
高
子
少
。
ん
せ
ま
り
あ
は
で
の
も

の
け
だ
め
た
る
せ
さ
上
向
を
性
産
生
の

場
現
の
り
く
づ
ノ
モ
、
は
略
戦
家
国
の

こ
。
た
し
ま
し
始
開
を
」）
0.4
ー
リ
ト
ス

ダ
ン
イ
（
ト
ク
ェ
ジ
ロ
プ
家
国
る
せ
さ

上
向
を
性
産
生
て
っ
よ
に
化
ル
タ
ジ
デ

の
業
工
「、
は
ツ
イ
ド
る
あ
で
国
大
り
く

づ
ノ
モ
じ
同
と
本
日
、
年
１
１
０
２

。
す
ま
い
て
し
ら
た

も
を
化
変
な
き
大
に
活
生
会
社
、
り
な

に
う
よ
る
れ
さ
用
利
に
的
常
日
も
で
ど

な
機
売
販
動
自
や
グ
ン
キ
ー
パ
ン
イ
コ

、
車
電
や
ア
ト
ス
ス
ン
エ
ニ
ビ
ン
コ
が

）
ス
ビ
ー
サ
ク
ッ
テ
ン
ィ
フ
（
ー
ネ
マ
子

電
た
し
用
活
を
術
技
信
通
報
情
は
で
中

の
活
生
な
近
身
、
し
換
転
と
へ
形
た
し

と
核
を
ク
ー
ワ
ト
ッ
ネ
・
報
情
た
し
に

盤
基
を
タ
ー
ュ
ピ
ン
コ
の
ど
な
Ｔ
ｏＩ

や
術
技
能
知
工
人
、
ら
か
形
た
し
と
心

中
を
産
生
の
」
ノ
モ
「
は
造
構
業
産

。
す
ま
い
て
え
迎
を
期
換
転
な
的
史

歴
い
な
し
用
通
が
方
え
考
の
存
既
、
し

化
変
く
き
大
が
み
組
枠
の
中
の
世
、
今

。
年
０
５
１
ら
か
新
維
治
明
た
い
拓
り

切
を
家
国
代
近
。
す
ま
り
あ
で
志
の
て

っ
た
あ
に
営
運
政
市
の
度
年
03
成
平
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度
年
03
成
平

針
方
政
施

し
掘
発
・
成
育
を
ー
ダ
ー
リ
域
地
。
す

ま
き
い
て
し
行
実
に
実
着
を
み
組
り
取

た
し
う
こ
、
と
こ
す
ば
延
を
命
寿
康
健

せ
さ
上
向
・
持
維
・
復
回
を
能
機
体
身

、
と
こ
す
出
き
引
に
限
大
最
を
性
能
可

　 　　　　

　

 

　

　　　

　　

　 　

　

　
　

持
が
人
。
す
ま
り
な
と
代
時

よ
が
と
こ
る
す
に
切
大
を
人

こ
。
す
ま
い
て
れ
わ
言
も
と

に
代
時
年
０
０
１
は
生
人
。
す
で

を
利
の
時
、
利
の
人
、
利
の

出
き
引
を
力
能
、
る
て
育
を
材

そ
。
ト
プ
セ
ン
コ
の
め
た
る

く
づ
盤
基
の
め
た
る
残
き
生

換
転
な
的
史
歴
た
し
う
こ

。
す
ま
い
て
れ
わ
問
が
方
え

あ
の
策
施
や
所
役
市
、
り
あ

き
大
が
か
る
め
進
を
り
く
づ

た
る
残
き
生
り
ま
つ
、
盤
基

可
続
持
、
ら
が
な
せ
さ
上
向

ス
ビ
ー
サ
民
市
て
し
に
か
い

と
に
習
慣
や
例
前
、
は
後
今

明
は
と
こ
る
な
く
な
か
行
ち

政
財
の
市
本
、
晩
早
は
り
限

ま
込
み
呑
に
れ
流
の
こ
。
す

熱
過
層
一
り
よ
が
争
競
ス
ビ

、
り
お
て
れ
ら
め
求
が
換
転
の
へ
営

域
地
た
し
立
自
う
い
と
」
ぐ
稼
で
域

・
る
創
で
域
地
「
ら
か
」
営
経
る
れ
ら

与
「う
い
と
ん
て
補
る
よ
に
ど
な
税
付

方
地
の
来
従
。
す
ま
れ
取
け
受
も
と

ー
セ
ッ
メ
う
い
と」
い
さ
な
え
備
を
力

稼
で
ち
た
分
自
。
い
な
て
持
は
任
責

で
ま
後
最
は
国
「、
で
度
制
る
す
ト
ー

サ
が
国
を
と
こ
る
く
つ
て
し
携
連
民

を
ン
ジ
ン
エ
長
成
の
域
地
は
れ
こ
。

し
ま
れ
さ
行
施
が
法
進
促
資
投
来
未

地
、
は
に
月
７
年
７
１
０
２
、
た
ま

。
た
し
ま
し

ち
打
を
」）
0.5
ィ
テ
エ
サ
ソ
（
現
実
の

社
な
た
新
「
る
す
決
解
を
題
課
的
会

、
て
れ
入
り
取
に
活
生
会
社
や
業
産

ゆ
ら
あ
を
術
技
な
た
新
の
ど
な
Ｔ
ｏ

・）
Ｉ
Ａ
（
能
知
工
人
・
ト
ッ
ボ
ロ
は

、
年
６
１
０
２
、
け
受
を
き
動
の
革
変

社
た
し
用
活
を
ど
な
Ｔ
ｏＩ
や
）
Ｉ
Ａ

能
知
工
人
の
国
外
諸
、
化
変
の
造
構

　 　　　　

　

 

　

　　　

　　

　 　

　

　
　

針
方
政
施

港
際
国
、
き
で
ス
セ
ク
ア
で
内
以
間
時

１
ね
概
で
路
道
速
高
、
は
で
ま
市
都
要

主
の
畿
近
、
分
02
で
車
電
ら
か
港
空
際

国
西
関
、
内
市
阪
大
は
市
本
、
た
ま

。
す
ま
い
て
え
考
と
い
た
り
い
ま

て
め
高
を
運
機
る
す
決
解
で
域
地
を
題

課
の
域
地
、
せ
さ
化
発
活
を
動
活
民
市

、
ど
な
る
す
大
拡
を
策
施
援
支
動
活
域
地

掘
発
成
育
を
ダ

域
地
す

ー
サ
間
体
治
自
る
な
単、
れ
薄
が
色
特
の

体
治
自
の
れ
ぞ
れ
そ
、
み
進
が
化
一
同

の
策
施
、
ば
せ
渡
見
を
況
状
の
国
全

。
す
ま
い
て
き
て
っ
な
に
代
時
い
な
け

い
て
っ
残
き
生
は
体
治
自
い
な
れ
く
つ

を
み
組
仕
す
や
増
を
入
歳
で
ち
た
分
自

人
の
ど
な
足
不
手
き
働
る
よ
に
少
減

人
、
化
齢
高
子
少
も
て
い
お
に
本
日

。
す
ま
り
あ
も
で
戦
挑
の
ツ
イ
ド

め
た
る
残
き
生
で
中
の
化
ル
バ
ー
ロ

、
し
応
対
に
化
変
の
会
社
や
題
課

な
り
残
き
生
の
業
企
小
中
や
展
発
的

　 　　　　

　

 

　

　　　

　　

　 　

　

　
　

。
す
ま
し
た
い
明
説
ご

、
て
っ
沿
に
野
分
策
政
の
つ
７
す
ま
げ
掲

に
画
計
本
基
の
」
画
計
合
総
市
津
大
泉

次
４
第
「、
を
業
事
要
主
の
度
年
03
成
平

の
め
た
く
築
を
盤
基
の
め
た
る
残
き
生

、
し
戦
挑
ず
れ
わ
ら
と
に
習
慣
や
例
前

、
ず
せ
臆
に
化
変
の
代
時
、
は
で
れ
そ

。
す
で
能
可
が
と

こ
る
す
現
実
を
み
組
取
る
す
資
に
展
発

の
ち
ま
や
ス
ビ
ー
サ
民
市
る
あ
の
色
特

、
た
し
か
活
を
利
の
時・
利
の
人・
利
の
地

、
ば
れ
ま
集
が
業
企
や
人
た
っ
持
を
術
技

だ
ん
読
を
先
の
代
時
や
り
が
な
つ
の
人

て
し
か
活
を
性
位
優
な
的
学
政
地
の
こ

。
す
で
域
地
た
め
秘
を
性
能
可
る
得
り
な

と
」
ブ
ハ
の
ア
ジ
ア
「
り
あ
で
」
そ
へ

の
西
関
「。
す
ま
り
あ
も
ー
リ
ェ
フ
ぶ
結

を
州
九
北
と
津
大
泉
た
ま
、
り
あ
が
間

空
用
利
未
の
大
最
ア
リ
エ
イ
ベ
西
関
は

に
ス
ク
ッ
ニ
ェ
フ
津
大
泉
、
し
有
を
湾

や
力
能
つ
持

な
切
大
り
よ

は
ら
か
れ
こ

た
し
入
突
に

」
す
か
活
を

地
「、
」
す
出

人
「
は
れ
そ

め
進
を
り
く

で
中
の
期
換

考
、
方
り
あ

で
題
課
な
き

盤
基
の
め
た

営
経
な
能
可

・
持
維
を
ス

、
ず
れ
わ
ら
と

。
す
で
か
ら
明

立
は
営
運
政

る
い
て
れ
ま

ま
い
て
し
熱

3 広報いずみおおつ　平成30年4月号

市
役
所
各
フ
ロ
ア
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レ
イ
ア
ウ
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平
成
30
年
度
施
政
方
針

平
成
30
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文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

文
化
祭
　
参
加
・
企
画
グ
ル
ー
プ
募
集
！
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ふ
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ェ
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／
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つ
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大
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北
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カ
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マ
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で

開
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婚
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撮
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パ
ネ
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が
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体
の
事
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に
補
助
金
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レ
ポ
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タ
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募
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広
報
モ
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タ
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募
集
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・
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民
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講
座
・
ク
ラ
ブ
の
ご
案
内

国
民
健
康
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
が
変
更

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
を
助
成
／
高
額
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
の
支
給
対
象
が
拡
大

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率

地
域
環
境
基
金
活
用
事
業
を
紹
介

市
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ
／
市
民
委
員
を
募
集

図
書
館
だ
よ
り

コ
ラ
ム
ス
タ
ン
ド
／
市
長
の
う
ご
き

（
中
央
綴
じ
込
み
）
30
年
度
保
健
行
事
予
定

表
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取
り
外
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

エ
ン
ジ
ョ
イ
！ 

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
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子
育
て
応
援
ひ
ろ
ば

健
康
の
ペ
ー
ジ

消
費
生
活
相
談
室

情
報
か
わ
ら
版
／
元
気
で
ー
す
！
お
お
つ
っ
こ

お
お
つ
物
語
／
文
化
財
へ
の
い
ざ
な
い

ま
ち
の
話
題 今月号の
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　4月1日からの市役所庁舎内（1階～4階）のレイアウトをお知らせします。　

課名プレートは大
きな文字と４か国
語表示で見やすく
なりました。
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。
す
ま
い
行
を
業

起
「
て
し
と
業
事
ル

利
、
え
捉
と
源
資
を

題
課
会
社
で
国
全

 

 
 

モ
用
活
等
家
き
あ

題
課
会
社
で
国
全

り
通
前
駅
津
大
泉

。
す
ま

た
る
図
を
ど
な
保
確

に
時
害
災
、
上
向
の

区
地
西
駅
津
大
泉

す
ま
し
定
策
を
ン
ラ

 

 
 

ス
マ
備
整
園
公

園
公
る
あ
色
特
な
的

ニ
や
性
特
の
域
地

し
定
策
を
画
計
本
基

性
能
可
の
そ、
け
向

題
課
諸
る
え
抱
が
市

子
少
。
す
で
間
空
発

地
跡
の
ど
な
舎
庁
部

 

 
 

りり
くく
づづ

を等
地
跡
館
会
民
市

市
な
ト
ク
パ
ン
コ

を
置置
設設
のの
へへ
設設
施施
共共

市

に
も
と
と
る
す

ト
ク
パ
ン
コ

 

 
 

の
ラ
メ
カ
犯
防

市
、
に
も
と
と
る
す

用
費
置
設
の
ラ
メ
カ

主
自
が
会
治
自
、
に

を
り
く
づ
ち
ま
な
心

防
に
然
未
を
罪
犯

 

 
 

の
」
住
定
の
者
若
「、
」
援
支
の
業
起

め
た
す
促
へ
民
市
を
法
手
の
用
活
利

店
き
あ
・
家
き
あ
る
い
て
っ
な
と
題

 

 
 

施
実
の
業
事
成
助
ル
デ
モ

店
き
あ

家
き
あ
る
い
て
っ
な
と
題

手
着
の
業
事
線
り

に
業
事
線
り
通
前
駅
津
大
泉
に
め
た

通
の
両
車
急
緊
や
路
難
避
る
け
お
に

の
車
転
自
・
者
行
歩
、
化
性
活
の
区

。
す

 

 
 

定
策
の
ン
ラ
プ
ー
タ

マ
備
整
園
公
す
示
を
方
り
あ
の
園

出
創
の
い
わ
賑
た
え
ま
踏
を
ズ
ー
ニ

。
す
ま
し

討
検
査
調、
て
い
つ
に
法
手
業
事
や

す
資
に
展
発
の
ち
ま
と
決
解
の
題

化
性
活
の
済
経
域
地
や
化
齢
高
子

貴
は
地
土
の
㎡
０
０
４
，
９
３
、
地

 

 
 

す

施
実
の
業
事
用
活
等

び
よ
お
館
会
民
市
、
て
い
お
に
域
市

。
す
まま

進
し
進
推推
を

公
も
て
い
お
に
市

い
よ
の
地
心
居
で

 

 
 

進
促
置
設

公
も
て
い
お
に
市

成
助
を
部
一
の
用

犯
防
う
行
に
的
主

め
た
る
す
進
推
を

安
・
全
安
、
ぎ
防

 

 
 

事
成
助
の

デ
モ
、
め

ど
な
舗
店

・
査
調
に
も
と

の
済
経
の
域
市

ら
め
求
が
備
整

ど
な
国
外
諸

 

 
 

施

ど
な
舗
店

し
手
着
に

の
路
行
通

性
全
安
の

ュ
シ
ッ
ャ

ど
な
国
外
諸

す
関
に
援

人
国
外
日

。
す
ま
り
図
を

ン
ョ
シ
ー
ケ
ニ

深
を
携
連
の
め

と
源
資
の
市

キ 支訪

 

 
 

プ
ー
タ
ス

力
魅
や
出

事
援
支
業
創

業
事
援
支
業
創

ど
な
舗
店
き
空

化
性
活
の
業
産

業
創
の
規
新

な
的
続
持
、
し

化
強
実
充
の
修

た
ま
、
し
直
見

、
い
行
を
討

に
用
活
る

本
、
ど
な

開
な
重
貴

 

 
 

元

大

ち

大

ま

元

泉泉
なな
気気
元元

例
事
組
取
な
的

民
市
、
で
中
る

も
に
的
界
世

本
防
消
び

す
や
し
用
利
で

ち

選
・
る
れ

ま
い

誇

 

 
 

用
利
で
適
快

す
や

用
利
で

加
参
民
市
。
す

ン
ラ
、
グ
ン
キ

で
が
と
こ
る
じ

地
緑
川
津
大

 

 
 

。
す
ま
め
進
を
究
研

め
た
く
い
て
げ
な
つ
と
へ
化
性
活
の

化
ス
レ
ュ
シ
ッ
ャ
キ
る
あ
つ
つ
れ
ら

お
に
国
が
わ
、
し
及
普
に
速
急
で
ど

 

 
 

究
研
・
査
調
の
化
ス
レ

お
に
国
が
わ
、
し
及
普
に
速
急
で
ど

施
実
の
験
実
証
実
る
す

ケ
ニ
ュ
ミ
コ
の
へ
等
人

地
い
行
を
験
実
証
実
の
業
事
援
支
ン

人
国
外
日
在
や
人
国
外
日
訪
、
め
深

効
有
を
術
技
る
す
有
が
業
企
Ｔ
Ｉ
と

 

 
 

施
実
の
業
事

。
す
ま
し
付
交
を
金
助
補
業

す
業
起・
業
創
に
た
新、
し
用
活
を
ど

た
る
す
出
創
を
用
雇
な
た
新
や
化

市
本
、
で
と
こ
す
促
を
業
起
・
業

を
上
向
の
ス
ビ
ー
サ
民
住
と
長
成
な

者
識
有
部
外
や
師
講
的
門
専
と
化

め
た
る
図
を
成
育
の
材
人
域
地
た

 

 
 

事事
究究
研研
策策
政政
りり

づ
く
づ
津津
大大

識
意
の
員
職
、
究
研
・
査
調
の
例

図
を
上
向
・
持
維
の
ス
ビ
ー
サ
民

高
・
少
減
口
人
な
激
急
な
れ
ま
も

。
す
ま
い
行
を
備
整
路
園
い
す

ち
ま
る
え
集
・
る
れ
ば
選

 

 
 

備
整
路
園
い
す
や
し
用

。
す

い
行
を
備
整
路

い

行
を
示
表
離
距
や
動
活
掃
清
の
加

親
に
民
市
の
く
多
ど
な
グ
ン
ニ
ン

、
て
し
と
所
場
い
な
少
数
る
き
で

中
の
域
市
い
多
が
地
街
市
、
は
地

 

 
 

ス
ビ
ー
サ

市
と
ス
ビ

、
た
し
用

と
界
業
産
、
め

本
、
し
対
に
化

境
環
も
て
い
お

 

 
 

、
た
し
用

民
市
レ
ク
の

書
明
証

し
進
推
を

用
務
公
パ
ー
ペ

進
を
討
検

境
環
も
て
い
お

ン
ョ
シ
ー

化
性
活
の
域
地

ュ
ミ
コ
の
へ
人

た
る
す
用
活
効

 

 
 

市市
くく

改
務

Ｉ
や
）
ン

、
用
活
の

存
既
、
に

方
き
働

、
し
対
に
人
る
す

の
内
市
本
、
め

域
地
る
な
更
の

。
す
ま
り
図
を

用
活
を
見
知
の

研
・
究
研
、
に

づづ業

市な
全

づ健

 

 
 

り

を

充

津津
大大
泉泉

き
行
に
発

高
を
着
愛

ん
住
に

ビ
シ
の
民

信
発
に
外

Ｎ
Ｓ・
Ｐ

ど
な
ー
タ

充
拡拡
のの
業業
事

の
業
事
や
革
改

進
先
、
め
た
る

す
面
直
に
化
齢

り
く
づ
ち

 

 
 

ィ
テ
シ
e
h
T

ど
な

タ

プ
の
〜

ド
ン
バ

成
平

適
快
、
ど
な
う

ま
い
て
れ
ま
し

ー
ォ
ウ
や
歩
散

感
を
然
自
、
で

 

 
 

す
ま
め
進
を
備
準
に
野
視
を
始
開
ス

納
収
ド
ー
カ
ト
ッ
ジ
レ
ク
の
税
市

の
ど
な
書
明
証
税
課
、
票
民
住

 

 
 

の
ど
な
書
明
証
税
課
、
票
民
住
、

ナ
イ
マ
、
め
た
の
上
向
性
便
利
の

導
の
納
収
ド
ー
カ
ト
ッ
ジ

ー
サ
付
交
ニ
ビ
ン
コ
等
書

向
の
性
産
生
と
減
削
の
料
資
紙
、
し

し
用
活
を
化
線
無
の
ン
コ
ソ
パ
用

進
推
の
化
ス
レ
ー

。
す
ま
め
進

 

 
 スス

ビビ
ーー
ササ
民民
市市

施
実
の
業
事
進
推
革

の
ー
ジ
ロ
ノ
ク
テ
の
ど
な
Ｔ
o
Ｉ

ス
セ
ロ
プ
・
ク
ッ
テ
ボ
ロ
（Ａ
Ｐ
Ｒ、

ウ
ア
な
適
最
、
し
直
見
を
業
事
存

改
務
業
た
け
向
に
進
推
の
革
改
方

ビ

サ
民
市

市
都
と
政
財
行
な

 

 
 

す
。

る

す
まま
りり
くく
つつ
をを

る
あ
活

の
力
活
で
気
元
、
う
交
き

活
が
や

報
情
・
ノ
モ
・
人
、
め
高

や
り
市

誇
る
す
対
に
と
こ
る
い
で

市
津
市

大
泉
、
ド
イ
ラ
プ
ク
ッ
ビ

市
や
内

力
ド
ン
ラ
ブ
市
都
、
し
信

内
国
Ｈ

で
と
こ
る
す
用
利
も
Ｓ
Ｎ

Ｈ
や
ト
ン
ベ
イ
、
し
作
制
を
ど

 

 
 

Ｈ
ン
ョ
シ
ー
モ
ロ
プ

よ
に
s
t
e
k
n
a
l
B

Ｈス
や
ト
ン
ベ
イ
、
し
作
制
を
ど

スs
ポ
や
オ
デ
ビ
ン
ョ
シ
ー
モ
ロ

s 羊
t
e
k
n
a
l
B
e
h
T
〜

羊
の
謎
た
し
集
募
に
度
年
92

 

 
 

。
す

の
中
度
年
13
成
平
を

ー
サ
付
交
ニ
ビ
ン
コ

 

 
 

サ
付
交
ニ
ビ
ン
コ

活
を
ド
ー
カ
ー
バ
ン

備
準
入
導

税
市
と
ス
ビ
ー

。
す
ま
り
図
を
上
向

化
ス
レ
ー
パ
ー
ペ
、

 

 
 

基の
ど
な
性
能
可
入
導

ョ
シ
ー
メ
ト
ー
オ
・
ス

態
形
グ
ン
シ
ー
ソ
ト

め
た
る
す
施
実
を
革

基
に
営
経
市

 

 
 

 

 
 

る
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多
つ
か
的
端
先
、
ど
な

実
充
の
」
育
教
グ
ン
ミ

 

ま充
の
」
育
教
グ
ン
ミ

論
の
ち
た
も
ど
子

想
構
い
ら
み
育
教

様
多
つ
か
的
端
先

策
の
」
想
構
い
ら
み
育

か
れ
こ
、
ど
な
方
り
あ

中
小
の
体
全
市
本

ま
るる
ああ
りり
彩彩

 

ま 慣

る
あ
り
彩

進
の
化
ル
バ
ー
ロ
グ

習
・
観
値
価
な
様

イ
ア
の
ち
た
分
自

開
再
の
流

・
ー
タ
ー
レ
グ

再
を
業
事
修
研
遣
派
外

ひ
う
あ
び
学

 

ちち
まま
るる
れれ
ふふ

材
人
ル
バ
ー
ロ
グ

再
を
業
事
修
研
遣
派
外

く
強
力
で
中
の
界
世

る
え
考
に
的
体
主

せ
わ
合
を
力

 

「「

 

。
す
ま
り
創
を
会
機
の
び
学
な
様
多

業
事
む
組
り
取
に
発
開
力
能

や
実

 り

業
事
む
組
り
取
に
発
開
力
能
、
や
実

プ
「
す
指
目
を
成
育
の
考
思
的
理
論

定
策
の
想

出
創
の
会
機
の
び
学
な
様

。
す
ま
め
進
を
定
策

え
据
見
を
化
変
の
境
環
育
教
の
ら
か

ク
ス
ィ
テ
ニ
ュ
ミ
コ
や
育
教
貫
一
中

り
くく
づづ
ちち

 り

の

く
づ
ち

ま
し
成
育
を
材
人
る
き
で
応
対
に
展
進

ら
か
れ
こ
、
し
重
尊
を
化
文
・
慣

が
な
し
に
切
大
を
ィ
テ
ィ
テ
ン
デ
イ

学
中
の
と
市
ン
ー
ロ
ジ

す
ま
し
編
再

り
く
づ
と

 

りり
くく
づづ
ちち

施
実
の
業
事
成
育
材

。
す
ま
し
編
再

づ
と
ひ
・
夢
キ
カ
フ
め
た
く
抜
き
生
く

力
能
ン
ョ
シ
ー
ケ
ニ
ュ
ミ
コ
や
力
能 づ

が
顔
笑
の
民
市
て
せ

 

希
に
来
将
「

希
に
来
将
「

 

施
実
の
業

ト
ク
ェ
ジ
ロ
プ

を
伸
延
の
命
寿

 

る

施
実
の
業

ラ
グ
ロ
プ出

教
「
た
え

の
ル
ー
ク

る
せせ
らら

プ
び
ゆ
し
あ

を
伸
延
の
命
寿

体
身
の
者
齢
高

持
来
本
の
ち

強
を
部
足
「

暮暮

す
が
も
誰

 

。

き

・

す
ま

化
際
国

多
、
ら
が

本
日
量
書
読

き
描描
をを
想想
構構
てて

こ
や
法
方
備
整

た
れ
入
に
野
視

図
る
あ
力
魅

す
ま
め
進
を
備

に
施
実
食
給

交
生
学

 

あ

食

が

中

給
校
学
中

に
施
実
食
給

を
進
推
る
な

身
を
識
知
う

し
得
習
を
識

食
、
め
高
を

る
す
対
に
食

提
を
事
食
た

栄
に
徒
生

海
り
く
づ

、
い
培
を
力

あ
が

 

03
成
平
て
も
が
望

る
て
も
が
望
希

 
。
す
ま
し
開
展
を
」
ト

び
ゆ
し
あ
「
に
的
目
を

 

りり
くく
づづ
ちち
まま
るる

施
実
の
ト
ク
ェ
ジ
ロ
プ

び
ゆ
し
あ
「
に
的
目
を

康
健
、
復
回
の
能
機
体

、
上
向
の
能
機
体
身
つ

た
も
ど
子
」
る
す
化
強

づ

き
い
に
か
や
こ
す

 

す

り
く
づ
ち
ま
の
一
本

。
す
まま
きき

の
ス
ビ
ー
サ
館
書
図
の
ら
か
れ
こ

り
く
づ
ち
ま
の
一
本
日
量
書
読
「、
た

前
駅
津
大
泉
、
め
た
の
現
実
館
書
図

。
す

整
の
室
膳
配
た
け
向

 

室
膳
配
た
け
向
に
施
実
食

整
の
室
膳
配
た
け
向

校
学
中
、
め
た
る
図

更
の
育
食
る
け
付
に

行
を
断
判
な
切
適
、

知
い
し
正
る
す
関
に

力
る
す
立
自
と
識
意

、
に
も
と
と
る
す
供
提

っ
整
の
ス
ン
ラ
バ
養

 

事
な
主
の
度
年
03

泉
な
気
元
る

泉
な
気
元
る

 

団団
防防

た
の
化
性

域
地
消消

で

泉泉泉
大大

ロロ
泉

全
安

 

と

り
ん

胃
が
胃

り
図図
をを
上上

診
受
、
し

加
に
査
検

ん
が
胃

命
寿
康
健

り
よ
に
ど

と

で

大 市市津 市市津 市津津 市大 き
い

全
安

 

ま
し
減
軽

し
応
対
に

が
ど
な
き

査
診
康

り
よ
に
ど

拡
診
受
の

り
図
を
上

時
42
、
し

診
康
健

い
つ
に
方
り
あ

、
て
け
向
に
」
り

も
転
移
の
へ
前

健

 

境
環
て
育
子

が
ど
な
き

ナ
イ
マ

も
ど
子

ど
子
う
担

入
、
げ
上

月
４

備
整
の
室

た

 

業
事

を
」
津
大
泉

も
ど
子

を
」
津
大
泉

 

備備
整整
のの
所所
屯屯

屯
団
防
消
る
な
と
点
拠
動
活
、
め
た

力
能
動
活
の
団
防
消
た
し
着
密
に

ち
ま
ぐ
ら
す
や
心
で

 

を 検
鏡
視
内
る
け
お
に
診
検

を
りり
くく
づづ
康康
健健
のの
様様
皆皆
のの
民民
市市
、、
りり

ん
が
と
り
く
づ
制
体
い
す
や
し
診

鏡
視
内
る
よ
に
診
検
別
個
、
え
加

査
検
団
集
の
で
ま
れ
こ
は
診
検
ん

。
す
ま
し
指
目
を
伸
延
の
命

受
な
的
年
経
で

リ
ム
イ
タ

り

ち
ま
ぐ
ら
す
や
心
で

 

。
す
ま

子
い
し
忙
、
め
進
を
備
整
境
環
た
し

ス
ン
ワ
て
育
子
「
る
き
で
に
単
簡
が

シ
約
予
Ｂ
Ｅ
Ｗ
の
ど
な
査

受
な
的
年
経
で
ー
リ
ム
イ
タ
、
り

え
加
に
と
こ
る
き
で
待
期
が
大
拡

り
盛
き
働
り
よ
に
れ
こ
。
す
ま
り

能
可
を
更
変
や
約
予
で
制
体
間
時

約
予
Ｂ
Ｅ
Ｗ、
は
診
検
ん
が
や
査
診

 

備
整

ビ
ー
サ
プ
ッ
ト
ス
ン
ワ
て

ス
ン
ワ
て
育
子
「
る
き
で
に
単
簡
が

児
、
し
用
活
を
ド
ー
カ
ー
バ
ン
ナ

充
拡
の
成
助
費
療
医

援
応
を
て
育
子
と
康
健
の
ち
た
も
ど

生
年
３
校
学
中
も
と
院
通
・
院
入

院
通
の
成
助
費
療
医
も
ど
子
ら
か

 

て
し
ざ
め

充
拡
の
成
助
費
療
医

て
し
ざ
め

 

。
す
ま
し
備
整
を
所
屯

活
織
組
、
と
上
向
の
力

り
く
づ
ち

 

。 入
導
の
査
検

。
すす
まま
しし
援援
応応
をを

向
の
率
診
受
の
診
検

入
導
に
た
新
を
査
検

線
ス
ク
ッ
エ
る
よ
に

げ
な
つ
に
奨
勧
診
受

り
く
づ
ち

 

を
担
負
の
庭
家
て
育
子

」
ス
ビ

サ
プ

ス

入
導
の
ム
テ
ス

、
げ
な
つ
に
奨
勧
診
受

な
能
機
せ
ら
知
お
、

層
年
若
や
期
年
壮
の

向
の
性
便
利
、
し
と

入
導
を
ム
テ
ス
シ
約

 

し
応
対
に
ス
ビ

」
ス
ビ
ー
サ
プ
ッ
ト
ス

続
手
請
申
の
当
手
童

。
す
ま
し
援

を
来
未
、
し
と
で
ま

き
引
を
齢
年
象
対
の
院
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団 活団 市 行 団 グ
所
間 2 ）））

団 活 行 い ル
場 ス 大 大 ホ ル
期 月 月 定

泉泉
企企・・・・加加加加

ルグ・体る団るるていてっ行で内で内市を動を動活団体体団象象対対
、ルーホ小、ルホーホ大阪阪阪大アピアピスククテ所場
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構 ３構 ３
各 室各 室室

員
議

人

祭祭化化文文市市津津大大
ププルルググググ画画 募募

人３３成員成成構構プ（プー
室議会会各各

市市 化化
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津津大大
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ルル 募募画 ルループ 募集！募ググ

化化文文津
　　

　
　 　

　

　
　

　
　 
　 　

　 　 　 　 　

　

　

　

　
　
　

　　　
　　　
　　　

　

　

　

　 　
　
　

　

！　　

　
　 　

　

　
　

　
　 
　 　

　 　 　 　 　

　

　

　

　
　
　

　　　
　　　
　　　

　

　

　

　 　
　
　

　

（ ば 容 字容 ）字 涯 習涯
団 名団 表 名 話番話 ④
7 ル oル ao ua zu m
込 （ －（ 6－ 所 不所 要不
切 日
展 演展 ※演 いてい 軽軽
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後申 細後 伺 ためた ヒ
事事
（（（ 字字 習

合 学習 所３ ）
材 を さ 場 費 自 担
程 場 抽 よ 定 す
さい
申 後 細 伺 る の リ
事項

階階３３所所市役市（課習学涯生生合問問
担負負己己己は自はは用用の費の合合る場れるれさ外注外をどどなな材機機機③③

。ますままし定決決りりよ選に選選抽は、は場会会程・・程日②日②
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ン どン 協ど 力協

り す

な ご 力
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係祭化文文課

フい タタスェフいいあれ

　　

　
　 　

　

　
　

　
　 
　 　

　 　 　 　 　

　

　

　

　
　
　

　　　
　　　
　　　

　

　

　

　 　
　
　

　

））

スス をス を

時時者団
津

設
市 ペ

間間
池池 広場広の験体びよお館習学生弥根曽上池所所所場場
午 1 ）行行決雨小（分04時２後午～時01前前午午間時時時

まいあれふ館習学生弥
㈷

いが障合問
URC「ドンバ
模るよに体団
各内市容内
わまひ所場
1前午間時織織

。いさだく場来ごに軽気お、でのすまし催開りおとの次を」タタタス
の ェフいあれふ「るめ深を流交のと者いが障、りよに力協の体体団

アィテンラボるす係関や設施施者者
ペ

いが障各の内市、は
で会員委行実ンーペンキ ンャャキいああ

団
れれ

団
ふ市津津大大大泉泉泉るるる
団団

す
織組組組
フフ

でどな体団アアアティテテンンン体 ラボや体体団団団者者
れ

者者者いが
れ

が障障障
スェフいいいあれふ
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ト
ケ
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販た 販

ごご
。いさだく覧

ををを
集

ペ ジーペ
募

24は細詳。すまいてし
募募を展者展展出出出

集
のの
展

トッケ
ト

ーマーリフ
募者展展出出のトッッッケケケーマママーリフ

8102りつま
）口窓番01階1所役市（課祉福い
。すまりあもブイラるよに」HSU

クッロの身出市津大泉、かほのどなーザバ、店擬模
種各と売販ののの品製主自た作し作製製

隣
が者いが障の設施各

隣隣南館館館
時
民会民市市

２
旧（場広りわ
２２
タ
後後午～時0
タス

　　

　
　 　

　

　
　

　
　 
　 　

　 　 　 　 　

　

　

　

　
　
　

　　　
　　　
　　　

　

　

　

　 　
　
　

　

発発 メ発 メ発

容

池 会会協 メイイ験掘体掘掘発発↑↑会力力力協協館根 習学生弥根曽曽曽上上上
ど会

池催催主主
な会会選店 選抽、店店擬擬
ト

模
ッッケケーーママーーリフ

験体りくづ玉勾・験体掘発
ジーテスのんさ皆の域地容内内
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・2根 022☎☎☎（館習学根
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化

5/13
㈰

多

豪

）士災防、士報予象気（

まいてっ思といたしえ伝お
の来将らかきとの生学小

まきだたいてせ寄をジーセッメらか師講。）場開

本絵の日9月9。援後鉄電海南。料無場入。旨

、れ触に術芸化文い高の質。たしまりま決が師講

演講てい招を人化文のら者究研や家作な名著

。つおおみずい、ちまる薫化文

文度年03成平

氏敦平片

～方き聞・方見の報予気天「

ムラーォフ化文度年03  

　

 

　

　

　 　 　

　

　

　

　

　

　

　

　　

ジ

定定決決がが
！

豪華講師陣が決定！
項

にみし楽をとこすまきでい会おで場会！迎歓大も加参のんさ子おるあの限制齢年はで
ッシラク。かんせまみてっ歌を歌に緒一、てっ使を器楽の身自ごいなかしつ一に界世
生てっ持を器楽ういと声はちた私。うょしまし喫満に緒一を楽音、らがなり探も景背
。すでのもい多と外意が曲るすに耳でどなビレテ、も楽音クッシラクなちがれわ思と

しし話おもていつに法用活な的果効の報情象気る守を命のたなあ、に時ういとざい。か
にうよのどに活生は報予象気災防、味意の葉言なまざまさるれらえ伝で報予気天。す
を力魅、さし楽の報予気天、さ議思不の気天お。たしで」んさじおの報予気天「は夢の

）54-22町旭（
てに阪大アピスクテ◎
分03時３～時２後午◎

事通共ムラーォフ化文

）階４所役市（課報広書秘合問。たしま

時1後午（人００５着先日当、き除をし催の

趣ういとうおらもてっ送を活生民市なか豊心、

のムラ－ォフ化文市津大泉うらもてし)演公(

ーセッメの師講／程日ムラーォフ

催開回6
、れぶ顔な彩多

定決決決ががが陣陣

」うょしまい歌に緒一もんさ皆～トー

」らか場現の道報象気～

氏美留 ）家奏演興即（
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㈰ 紗村城

の歌「

 

　

 

　

　

　 　 　

　

　

　

　

　

　

　

　　

でトサンコク
。すまきてれま
背の曲名なんそ
とい高が居敷

。すま
かうろだのいよらたしか活

氏智紗
ーサンコノラプソ束花の

）手歌ノラプソ（ 留田森
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平天『書著たい描を謎のそ
そ。かうょしでいらくルダ
れさ価評が績業のそ、くと
謙孝、帝女の後最史代古

。すまいてし
でトーサンコク

氏るおか
二～皇天性女るす了魅を
教学大術芸阪大、家作（

 

　

 

　

　

　 　 　

　

　

　

　

　

　

　

　　

？かうょしでるきでがえいのてだ
わ合を力のなんみ。うょしまみてい描に由自てせまらくふを像想、を家いたみでん住
ッジマ、ンヨレク、みさは、板ルーボンダはのう使。すまい行をプッョシクーワる作を
ルナジリオで員全）集募に前事を人002組001子親：注（者加参、とあの話の話

。すまし
れわ襲で屋田寺が馬龍？かのな」い幸「し」い笑大「ぜな、ずらわかかもにたっかう
」だい幸ぬらかはてっ会出にのもてわあの府幕「くげあたし」い笑大「とら刀帯松小や
そ、がたしまれさ送護に邸藩摩薩の都京にちの。すでのたしい拾命でん込げ逃に敷屋
なし傷負は馬龍。たしまれわ襲に吏捕所行奉は馬龍本坂で屋田寺見伏、夜深の日32

。うょしまみてえ考を制皇天てめたらあ、じ通を』徳称謙孝帝女の
。すまいてい働が図意の人の世後るすとうよめ）しとお（貶を皇天のこにから明はにこ
ンャキスういと件事託神宮幡八佐宇、ばれすとるいてれら知。すで皇天性女いないてれ
ごのかたれさ印封はで書科教の史歴らがなりあで者力実たいつに座玉も度二。徳称・謙

にみし楽をとこすまきでい会おで場会！迎歓大も加参のんさ子おるあの限制齢年はで

」？たっかよてれわ襲は馬龍

」えいのてだいか001！うろくつでなんみ～力像想るが広らか本
すまし集募を人002組001子親、ろご月7※）トスィテーアア

)営経ンロサ

」トンヒの

」るどたをまざき生の徳称・謙孝、帝女たいつに位皇度二
）授教

）員究
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いわい
か聞み読

 

　

 

　

　

　 　 　

　

　

　

　

　

　

　

　　

だいか001なんど、らたせ
、家いたみてっ行。ンペク
」えいのてだいか001「の
秘作創やせか聞み読本絵

龍―実真の件事難遭屋田

氏おしとい
本絵「プッョシクーワ＆せか
ィデメ、家作本絵（

 

　

 

　

　

　 　 　

　

　

　

　

　

　

　

　　

10/14
㈰

㈰
1/13

測推を味意の当本の件事た
危に常非。すまいてし話と
や助之吉郷西は馬龍、時の
摩薩見伏てじうろかもらが
月１）6681（年２応慶

氏一禎川宮
龍実真の件事難遭屋田寺「

サボツ足、トンレタい笑お（氏修泉和
の法康健寿長～康健とい笑「

究研席上館物博立国都京（

 

　

 

　

　

　 　 　

　

　

　

　

　

　

　

　　

指事食と法康健ボツ足式修
活を力癒治然自つもの間人
調失経神律自てし崩を調体
め始をグンシクボで校高

サボツ足、トンレタ笑お（氏修泉和

 

　

 

　

　

　 　 　

　

　

　

　

　

　

　

　　

。すまし話おていつに導
泉和たし術施に上以人万１はで演講。たしまし究研を法方るきでき生長で康健たしか
、り知を響影悪のへ康健るよに多過養栄、じ通を」法療ボツ足「たい聞らか人友。に症
、け続を活生な則規不、り入に」本吉「。たしでりもつたいてし活生らがなし識意を体身、

)営経ンサ
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の内市

ろばんが市津大泉「

　

　

　

　

　

　

　

　

 

　 

 

　

　

　 　

 

　
　

　

　

　

　
　

　

　 　
　

　

　

施

金

実で的目るす成育を材人
るきで躍活で域地のどなーダーリ域地

と

施
増の解理民
団、化性活

こいないてしと的目を動活教宗、動活治政④とここ
と

いないてけ
こるあで）む含学在、勤在（民市が上以1の分2のの
と

員成構成、で
こるいてしとうよめ始はたま、るいてっ行を動活利営営

）
非定特、て

んせまい問は無有の格人法（体団動活民民

業

市市るす当該

助補業事成育材人）プッア
金助補

！すまし付交を金助
に業事の体団」るばんが「

すまし援応を動活利営非定特、し用活を」金基うろ

）階４所役市（課進推働協民市合問
。いさだく意注ご、でのんせまりあは

でのもるす助補ていつに般全動活や営運の体団、りあで
象対が」業事「う行に度年03成平は金助補のこ、おな

室議会大階３所役市所場
～時７後午㈫日01月４時日

。定予集募募らか月6は金助補成成補育材人※）制約予（会明説業事
）可不送郵（。出提接直に課進推働協民市、に㈮日11月５
～㈪日２月４を）可もドーロンウダらかジーペムーホ市
。布配で課進推働協民市階４所役市（書請申合問・込申

ーテンゼレ
は定決付交
成構でどな
レプ開公る

。すまい
いてっ立り
こ。すまい
市、に的目

事るす関に催開のどな会修研会演講業事発啓①

しな限制

！たしまし設新

　

　

　

　

　

　

　

　

 

　 

 

　

　

　 　

 

　
　

　

　

　

　
　

　

　 　
　

　

　

がゴロのこはに業事るい
うろばんが市津※

つに細詳の度制
んが市津大泉「る
、は度制金助補の
自のんさなみの民
まの働協はで市

「泉大

　

　

　

　

　

　

　

　

 

　 

 

　

　

　 　

 

　
　

　

　

　

　
　

　

　 　
　

　

　

ど

ア

。すまり入が
てれさ用活が」金基う

要

施実で的目る図を進
民市、化強立自の体
活と続継の動活民市

な動活る図を進推のりくづちま、動活る図を進推のの
業

育教会社、動活る図を進増の祉福はたま療
事るす当該に野分02るめ定に）法OPP

業

N（法進促動活利営非定非特

け受を金助補の他接直らか市③
で体団るれさ成構で上以人３②
ていおに内市津大泉てしと主①
該にてべすの次

上以年３満

業事るす要に
進推の解理民市るす対に動
活む組り取が体団動活民市③

業事るす要
に進推の動活民市な的続継②

業事るす要に化強の立自
はたま営運の体団動活民市①

に動活民市
業

営運の体団

要に備準動
立設の体団

プッテス（
補業事化性活

）歩一の
金助補業補

目る図を立
市るけおに

助補

。）んせまい行
プ開公、はていつに金助補成
交の金助補、し価評に的合総が
な者識有るす関に動活民市、で
るよに体団募応の定予施実旬中

。すでりおとの表下はていつ
いてしと源財を」金基うろばん
成でどな付寄のらかんさ皆
いてし援支を動活益公な的発自

をとこるす進推のりくづちま

事う行にた新が体団象対助補つか、し当該にかれずいの点４上以
業事るす関に催

開のどな会習講のめたの得習の能技びよお識知な的門専業事発開力能④
業

事るす関に究研査調のめたの案立画企の業事はたま動活業事究研査調③
業事るす関にいへ招家門

専のめたる得を言助びよお導指のへ業事はたま動活業事いへ招家門専②
業事るす関に催開のどな会修研、会演講業事発啓①

）でま回3きに体団同（度年単内以年か3

！すまし充拡

！すまし充拡

　

　

　

　

　

　

　

　

 

　 

 

　

　

　 　

 

　
　

　

　

　

　
　

　

　 　
　

　

　

）

。

れ

の

ど

択

）

査

㈮

～

会

すましい願おを力協ごの付寄、ひぜ
。すで切大もりよ何が援応のんさ皆、は用運の度制

。

な
額度限

間期
助補
容内
業事

体団
象対

業事
象対

数年
立設

的目

類種

要概の度制成助■

療医、健保

満未年5

内以年か5

01の分01:率助補（内以円万01きつに回１

）

）1の分2：率助補（
内以円万51…目年３▷
）2の分3：率助補（
内以円万02…目年２▷
）3の分4：率助補（
内以円万04…目年１▷

）01の分01：率助補（
内以円万５…目年５▷
）01の分01：率助補（

内以円万01…目年4▷
）01の分01：率助補（

内以円万51…目年３▷
）01の分01：率助補（

内以円万02…目年２▷
）01の分01：率助補（

内以円万03…目年１▷

業事るす要
市な的体具③
業事るす要に
団動活民市②

業事るす
動活はたま
団動活民市①

めじは（
事進進事促立自

施実で的
立自の動活民
に期げ上ち立

すましい願おを力協ごに付寄の」金基うろばんが市津大泉「

がなのでま択採～請申
時7後午㈫日01月4会明説業事

）

日11月5～㈪日2月4付受請申

審面書

ンョシーテンゼレプ開公（会査審）定予（月6

採業事）定予（月6

明説のどな法方入記の書請申や要概の金基うろばんが（

告報業事度年03H
）定予（月5

始

行は施実のンョシ
成育材人（末月６
が会員委査審るす
でンョシーテンゼ
中月６法方査審

でま回3きつに体団一同（度年単内以年か3

開業事

！すまし充拡
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ヤヤ
）

。

ジ

了終で時5後午は日終最（

ママシシカカタタ北北泉泉をを ！！泉北タカシマヤ 催催開開でで ！！催催開開ででヤヤママシシカカタタ北北泉泉泉を
」力魅の州泉niedaM「

分３約歩徒らか駅丘ヶ泉道鉄速高北泉※
）1011・392・270☎1-3-1台山茶区南市堺（店北

㈫日71～㈬日

すましけ付け
人婦階3ヤマシ

分03時2後
分03時01前午

）分04

終最（時7後午

所場。いさだく
体り織手の紐田

す

ーテスくわくわ階２所場
）了終時5後午は日終

最（時7後午～時01前午㈫日71～㈬日11月4時日
。いさだくてけつ見を枚一のり入に気おひぜ

に会機のこ、でのすまいてっなとえ揃品な富豊。すまい
行を売販直産の品製維繊な質品高のどなトッニ、や布毛
のンョシーエリバなまざまさ、るあで品産場地の市本

！売販直産のどな布毛、トッニ

。すまし売販もズッグんみづお
。場登時随で間の分03時2後午～時11前午、は長店んみづお

！ね
て来にび遊なんみ♪よるきでも影撮念記と長店んみづお
＠^̂＠すまめ務を長店日一がんみづお、は㈯日41月4

！に長店日一がんみづお

　

　 　

　

　

　 　

　
　 　

　 　 　

　
　
　
　

　
　

 

 

  

　 　

　

　

　

　

す

間

所

アアェェフフ津津 をを泉大津フェアアをアェェフフ津大

泉

泉

場

期

屋島髙

11月4

まし張出が館編織
　

　 　

　

　

　 　

　
　 　

　 　 　

　
　
　
　

　
　

 

 

  

　 　

　

　

　

　

け受てに話電へ）1011・392・270☎（場売服
シカタ北泉らか時01前午㈬日11月4込申

会のり織手館編織師講
）費料材（円052用費

）約予前事要（人2着先回各員定
分03時3後午⑤

後午④分03時1後午③分03時11前午②
午①㈰日51、㈯日41、㈮日31月4時日
約（】作製」紐田真「ので機高験体り織手【

）了終時5後午は日
午～時01前午㈫日71～㈬日11月4時日
】」史歴の物織つおおみずい「館編織！張出【

。すでジーテスくわくわ階２もれずいは
く場来ご、ひぜ、んさ皆、でのすまい行を験
田真や示展ニミるす介紹を史歴の業産維繊

すまし張出が館編織

本見の届姻婚

！たしまきでが
パ用影撮念記＆届姻婚

）口窓番4階1所役市（課民市合問
。すまけだたいい使おに由自、どなジーセッメのらか達友おや族家ご

、りたけつり貼を真写念記はにスーペスーリフ。すまいてっなと式写複は届姻婚
。たし

まし成作をドーボ＆ルネパ用影撮念記と届姻婚ルナジリオ市津大泉、てしと的目
をとこるなと出い思き良の婦夫たま、しい祝おを目節なき大の生人ういと姻婚
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内案ごのブラク・座講

。

憩いる明

5050・32☎（館民公北合問
企も座講のけ向もど子どなレト脳右他
、てしと応対制日5週校学、たま
。すまいてし画計を）市治宇（寺戸
にーアツ学修や座講止防ルブラト融
畿近、はで」学大木の寿久「座講者齢
の）筆小（書る彩をしら暮「るれ入
ちうや方き書の袋しの。」座講門入話
うぼ学を話手。」チッレトスくらくら
は「」スンダラフ「てしと座講康健

館民公北

4671・33☎（館民公南合問
。すま

いてし画企を座講るきで習学くし楽が人の代年各もに
他のそ。すまいてし定予も座講動活外野のどな」録登
ーダーリアニュジ「の象対生校高・中、」室教球卓「はで業
事成育年少青、たま、どな」ンコソパのてめじは「る
す験体し少をルセクエとドーワや」ュジーナトルカ「
るげ上仕くし美を工細紙厚！うょしまりなに顔笑も
り周もたなあてけ付に身をるめほで」座講達めほ「

館民公南

いさだくし越お度一ひぜ。すまりあがブラク
なろいろい・座講のんさくた、はに館民公

館館民公・北北南南

。かんせまみてっ寄ち立とっょちもたなあ、てめ求をい
、い合出のと動活習学・化文。すで場のい憩いる明のんさ皆の民市、は館民公

。すまいてし設開を座講だん
バどな座講養教・味趣、てしざめを場るきで習学もでついがも誰、はで館民公
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曜火の日翌のそ、は際の日祝が日曜月※

）日3月1～日92
月21（始年末年、日祝、日曜月日館休
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■南公民館クラブ一覧 ■北公民館クラブ一覧

書
画
・
写
真

文
化

区分 クラブ名 曜日・開始時間
楽しい英会話（初級英会話）
LILY CLASS（初級日常英会話）
你好チャイナ（中国語）
楽しいパソコンクラブ
わかばパソコンクラブ
短歌クラブ　「谺」
海友会（詩吟）
詩吟クラブ
書志会（書道）
水墨同好会（水墨画）
写真クラブ
ボナンザ（洋画）
南水彩（水彩画）
絵手紙クラブ
さくら（料理）
すこやか体操
ヨーガクラブ
ヨーガⅡ
ヨーガⅢ
いきいき気功
健康体操
ベリーダンスサークル
ハワイアンフラ
五月会（民踊）
少林寺拳法（満５歳以上）
健康太極拳
子どもバレエ（満３歳以上）
モンキーキッズ（子ども体操）
（年中・年長児）
ドレミ　（親子体操）
唄うフレンド（カラオケ）
演歌ファミリー（カラオケ）
カラオケシクラメン
民謡　白龍会
大正琴「夢」クラブ
カナリア（オカリナ）
愛唱歌クラブ「カトレア」
泉大津ハーモニカクラブ
筝曲「雅会」
アロハウクレレクラブ
すみれ（手芸）
七宝焼
陶光会（陶芸）
陶楽会（陶芸）
友禅（和裁）
西陣（和裁）
よそおい会（着付）
着付ききょうの会

火
金
第１・３水
第１・３木
第１・３金
第３木
水
日
第１・３・４水
第２・４金
第１・３火
第２・４火
第２・４金
第１・３火
第１水
火
木
水
第１・２・４土
第２・４水
木
第１・３水
第２・３・４金
金
水・土
第１・３・４土
金
第１・３・５火

木
火
第１・２・４木
土
第２・３・４日
第１・３木
木
第２・４・５金
第１・３金
第２・４木
第２・４金
第２・４金
木
第２・３土
木
第１・２・３木
第１・２・３火
水
第１・３水

午後７時
午後1時 30分
午後７時
午前10時
午前10時
午後１時30分
午後2時
午前９時30分
午前9時
午前9時 30分
午後 7時
午後１時
午後１時30分
午前10時
午前10時
午前10時
午前9時 30分
午後１時
午後１時30分
午後１時30分
午後１時30分
午後１時30分
午前10時
午後１時30分
午後６時30分
午後１時30分
午後4時
午後3時 40分

午前 10時
午後１時30分
午後１時30分
午前10時
午後１時
午後１時
午後７時
午前10時
午後１時30分
午前９時
午後１時30分
午後１時30分
午後１時
午後１時30分
午後１時
午前９時30分
午前９時30分
午前９時30分
午後１時30分

服
飾

体
操
・
踊
り

体
操
・
踊
り

音
楽

手
工
芸

文
化

区分 クラブ名 曜日・開始時間
歴史クラブ
囲碁クラブ
こひつじ（手話）
ア ミ ー ゴ（マジック）
みどり会（短歌）
俳句あおひさご
楽しい英会話＜YAK＞
子ども英会話
あすなろ詩吟　
春日詩吟
小津詩吟
上條吟遊会
硯　会（書道）
香友会（書道）
墨彩会（墨絵）
アベカァル（洋画油絵）
上条洋画
絵手紙
有 泉 会（色紙絵）
雅   会 （茶道・裏千家）
桜  会 （茶道・煎茶）
マーガレット（ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ）
着付け
フライパン（料理）　
パテスリー（洋菓子）
陶 友 会（陶芸）
七 宝 会（七宝焼）
うたごえ（カラオケ）
野 ば ら（カラオケ）
ハミング（カラオケ）
藤 美 会（日本民謡）
琴 泉 会（大正琴）
アルハンブラ（ギター）
辻野家音頭愛好会（音頭）
ミッキーマウス（親子体操）
ピーターパン（子ども体操）
キッズダンススマイリー（ダンス）
アンパンマン（子ども体操）
ダンスクリエィション（創作ダンス）
ひ ば り（ソフトエアロ）
ひ ま わ り（ソフトエアロ）
泉大津武術隊
太極拳クラブ
気功クラブ
球友会（卓球）
卓友会（卓球）
赤 い 靴（社交ダンス）
エ ン ゼ ル（社交ダンス）
藤 泉 会（新舞踊）
沖縄踊りの会（琉球舞踊・歌）
一二美会

月2回火
木・日
土
金
月2回水
月1回日
月4回水
月4回土
月4回水
月4回木
金
火
月3回火
月3回火
第2・4水
月 2回火
月3回木
第2木
第 3木
火
第2・4火
第 3火
月 3回土
第1・3火
第 2金
月 4回火
第2・4木
月 4回水
月4回土
日
月3～ 4回水
月4回水
月4回土
第4日
第 2・4金
月 3回火
水
月3回金
月4回水
月4回木
月4回木
月4回火
月4回日
日
木
土
金
土
月4回土
月4回火
月4回火

午後１時30分
午後１時
午後１時30分
午前10時
午後１時
午後１時
午前10時
午後１時
午後１時
午後７時
午後７時
午後７時
午前９時30分
午後７時
午後２時
午後１時30分
午前９時30分
午後１時30分
午後１時30分
午前９時
午後１時30分
午後１時
午後２時30分
午前９時30分
午前９時
午後１時30分
午前10時
午後７時
午後２時
午後２時
午後１時30分
午後１時
午前10時
午後１時
午前10時
午後２時20分
午後３時30分
午後３時30分
午後７時30分
午前10時 15分
午後１時
午後７時
午後１時30分
午前10時
午後６時30分
午後１時
午後６時30分
午後６時30分
午前９時30分
午後２時
午後６時30分

書
画

茶
華
道

料
理

音
楽

手
工
芸

料理

服飾
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■南公民館講座一覧
南公民館講座一覧 日　程 時　間 定　員 受講料 内　容

講座を受講するには、受講料（教材費含む）が必要です。はじめてのパソコン・カルトナージュ・ほめ達講座・ジュニアリーダー
は、4 月 14 日㈯午前９時から先着順で受け付けます。申し込み用紙は１講座１人 1 枚配布します。申し込みは、代金を添
えて本人もしくは家族が直接南公民館へ。ただし、定員に満たない場合のみ 4 月 15 日㈰から電話・ファクスでも受け付け
ます。なお、申し込み後のキャンセル・欠席については返金できません。

はじめてのパソコン
ワードとエクセルを少し
体験
一般教養講座
（一時保育有）

５月9日～ 6月 13日
毎週水曜日（全６回）

午前１0時～
正午　 先着15人 1,500円

（教材費含む）

パソコンの文字だけは打てるんだけ
ど・・・ワードとエクセルを少しだ
け理解して次のステップへ進みませ
んか！

カルトナージュ
文化関係講座
（一時保育有）

５月8日・22日
いずれも火曜日（全２回）
　　　　

午前１0時～
正午　

先着10人 900円
（材料費含む）

厚紙細工に布を貼って美しく仕上げ
る「カルトナージュ」でオリジナル
の、可愛いリボントレイとブックカ
バーを手作りしましょう。

ほめ達講座
一般教養講座
（一時保育有）

5月 26日・６月９日・23
日いずれも土曜日（全3回）

午前10時～
11時 30分 先着 10人 300円

「ほめる」は叱ると同じに大事なこと
です。「ほめる」を正しく使うと明日
から楽しくなります。まずはあなた
から「ほめる」を身に付けませんか！

ジュニアリーダーに登
録しませんか！
青少年健全育成事業
（対象　中学生～高校生）

５月12日㈯スタート！
（年数回と参加可能
各種講座）

午前10時～
午後2時 先着20人

材料費500
円（参加講
座により別途
参加費徴収）

市内の中・高校生のみなさん！ジュ
ニアリーダーとしてレクリエー
ションや野外学習などのボラン
ティア活動に参加しませんか！

卓球教室
青少年健全育成事業
（対象　小・中学生）

毎月第3土曜日 午前9時 30
分～正午 ー 無料

毎月第３土曜日の午前中に講師の
もと卓球施設を開放しています。
持物　上ぐつ・ラケット（貸出可）

■北公民館講座一覧
北公民館講座一覧 日　程 時　間 定　員 受講料 内　容

講座を受講するには、受講料（教材費含む）が必要です。※上記の講座は、４月13日㈮午前９時から先着順で受け付けます。
申し込み用紙は１講座 1 人 1 枚配布します。申し込みは、受講料（教材費などを含む）を添えて本人もしくは家族が直接北
公民館へ。ただし定員に満たない場合のみ 14 日㈯電話・ファクスでも受け付けます。なお申し込み後のキャンセル・欠席に
ついては返金できません。（※駐車場が、少ないため自転車・徒歩でお越しください）

暮らしを彩る書（小筆）
のおけい古
（一般教養講座）

5月25日～6月22日（金）
（全5回）

午前10時～
11時 30分

午後１時～
２時30分

先着15人
1,200円
（材料費含む）

日本古来の書、かな文化の伝統を
学びます。のし袋の書き方やうち
わや扇子に書をいれます。

手に入れよう美と健康
（フラダンス教室）
（健康講座）

５月９日㈬～6月 20日㈬
（全7回） 先着30人 500円

ゆったりした動きに見えても、意外
に運動量があり、シェイプアップに
も効果的です。

久寿の木大学
（高齢者講座）

5月 18日㈮～７月６日㈮
（全５回）　

午後１時30分
～午後２時45
分

先着30人

先着20人

無料
（バスツアー
は実費）

手話入門講座
（社会福祉講座 )

5月 12日～ 9月 22日㈯
（全15回）

5月 12日㈯～ 3月９日㈯
第2土曜日（4月・8月
は休み）（全10回）　

午後1時 30分
～ 3時 30分

無料
（テキスト代）
3,240円

「手話を学ぼう・手話で話そう」テー
マに初歩から勉強していくので手
話の経験のない人でも大丈夫です。

「地域の仲間と共に支え合い、健や
かで心豊かな人生を過ごそう」を
テーマに高齢者の仲間と学習。

卓球教室
（対象　小・中学生）

午前9時 30
分～正午 ー 無料

初めての人でも講師が、基礎から指導し
てくれますので、気軽に来てください。
持物　上ぐつ・ラケット（貸出可）

上記以外に、「子ども体験学習・右脳トレ講座・とび箱＆鉄棒が好きになる教室（夏休み実施）」など他にも講座を予定しています。
受講者募集の詳細は広報・市ホームページでお知らせします。予定講座は、講座名・日程・講座内容を変更する場合あり

上記以外に、「東洋医学」「花梨いきいき大学」など、青少年向けには「やまびこ教室」「友遊スタディ」「わくわく科学教室」
などの講座も予定しています。受講者募集は広報・ホームページなどでお知らせします。

※講座は、市内在住・在勤・在学の人を対象に開催します。

※講座は、市内在住・在勤・在学の人を対象に開催します。
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階

階

階

階

階

階

階

階

階

者

段11第
階段01第

人

段9第
階段8第

満

段7第 満
段6第 人

段5第
人

段4第
人

段3第 人

段2第
人

象対分区

段1第
人

の上以円万008が額金得所計合で税課税民市が人本
満未円万008上以円万004が額金得所計合、で税課税民市が人本
未円万004上以円万003が額金得所計合、で税課税民市が人本
満未円万003上以円万002が額金得所計合、で税課税民市が人本
未円万002上以円万021が額金得所計合、で税課税民市が人本

の満未円万021が額金得所計合、で税課税民市が人本
るいてえ超円万08が計合の額金得所計合

入収金年税課で税課非税民市が人本りおが者税課税民市に員帯世
の下以円万08が計合の額金得所計合

入収金年税課で税課非税民市が人本りおが者税課税民市に員帯世
いなし当該に階段2・1第、で税課非税民市が員全帯世

の下以円万021が計合
所計合びよお額入収金年税課の人本、で税課非税民市が員全帯世

の下以円万08が計合
所計合びよお額入収金年税課の人本、で税課非税民市が員全帯世
の帯世税課非税民市で者給受金年祉福齢老、者給受の者護保活生

万092、へ円万002らか円万091れぞれそを額準基の得所るけおに階段９
めたるなと更変が額準基の階段得所の料険保す示が国、たま。たしまし定決
の上以歳56るけおに市本、きづ基に画計業事険保護介期７第。すまりなに年
こるす定改にとご年３、は料険保護介の）者険保被号1第（人の上以歳56

料険保護介の上以歳56らか
月4

　 　

　

　

　

　

　

   

　

　

上

円

円

円

円

円

円

円

円

円

料

023,4万21
円099,4万11

円

076,5万01
円042,3万9

円

007,7万7 円
016,9万6 円

061,2万6 円

007,4万5 円

026,6万4 円

015,3万4 円

079,7万2 円

険保度年
92H～72H

料

008,6万31
円045,6万21人
082,6万11
円006,2万01

人

005,5万8人
006,6万7

004,8万6び

091万6び
003,1万5

088,7万4の

087万3の

険保度年
23H～03H

の満
の満
人の満
の満

よお額入

よお額入

額金得所

額金得所
人

。すまいてし更変へ円万003らか円万
第、階段８第、階段７第もていおに市本、め
りおとの記下、ていつに料険保護介の人の
の定改が度年03成平、りおてっなにとこ

すまれさ更変が料

以歳57

歳47～56

歳46～04

）1表（み込見の口

度

5 3 7

9 5 7

6 5 1

07,985,912,9

82,903,906,9

48,5249,5239,52

年23度年度13度年03

　 　

　

　

　

　

　

   

　

　

口

人

階段11第 人の上以円万008が額金得所計合、で税課税民市が人本

？ 人上以歳04■
人

。たしまりがあが料険保護介、めたるな
くき大がが大）3表（用費るなと要必にスビーサ護介、らかとこ
るれま込見がとこくいてえ増が用利のスビーサ護介、し）2
表（加増が人な要必がが必護介、い伴にとこるす昇上がが上)1表(合割
の人の上以歳57ちうの者険保被、はでし直見の回今。すで
）金担負の市・府・国（費公と料険保るめ納が人の上以歳04
は源財のそ。すまいてっなにうよるきで用利をスビーサ護介
、し担負を部一の用費が人な要必の護介、は度制険保護介

のたっがあが料険保、ぜな

6

6

5 2

98,8

47,9

00,62

：位単

値績実
3度年年度92成平

9 5 0 1

6 5 5 8

1 6 1 4

8 4 8 1

6 0 6 9

4 2 3 5

：位単
）2表（み込見の数者定認護介要■

円

7418

13039282 34240483
34240493
16856535
15059484

06068565

5554

億：位単
）3表（み込見の費業事援支域地+費付給■

804,3
323,3212,3341,3

　 　

　

　

　

　

　

   

　

　

画計業事険

値

た
画計

度年23度年度13度年03

。すでのもため定をどな標目
、しにから明を題課む組り取、てしと画計な
的合総るす関に施実な滑円の度制険保護介や
業事祉福健保るす関に者齢高、は画計のこ

しまし
定策

の度年23～03成平
画計業事険保護護保介・画計祉福健保者齢高

　 　

　

　

　

　

　

   

　

　
１

。いさだく談相ごに）口窓番９階１
保付給課護介齢高。すまりあがとこるれらけ受を
にどな合場たっなに難困が付納の料険保りよに情
のどな害災、業失や合場るいてけ受を置措額減例
食、ていおに付給険保護介、にかほの免減のこ※
な票収徴泉源、知通払支の金年、書明証与給（類
の中年前の員全帯世・帳通金預の員全帯世・証険
護介・鑑印の人本者象対免減のもな要必に請申
まし用適を免減、りぼのかさに初当度年、は合場
月７らか月４、しだた。すででま月３らか月たけ

付け受を請申の免減、は間期の免減。）すまし算加を円万64にと
ごるえ増人１が員帯世、下以（。たしまれさ正改へ下以円万611
らか下以円万111、合場の人の帯世人１、は額準基入収、お
な。すまれらけ受を免減の料険保護介りよに請申、は合場すた満
を件条の定一、で人の階段３はたま階段２が階段の料険保護介

ていつに請申免減免の料険保護介●
。すまきだたいてせさ収

徴を額料険保の仮はでま月６らか月４。すましせら知お、し定決
に月７るす定確が得所の中年前、は料険保のんさ皆の者険保被

せら知おの料険保●

援支要 2援支要支

値

9 0 0 0

画計値績績値実
度年度23度年13度年03度年度92成平

値画計値込見
度

94847484

年度23度年13度年度03度年度92成平

1護介要介 2護介要
3護介要 4護介要 5 ）口窓番9階

1所役市（課護介齢高合問
。すまけだたい覧ごごで
ジーペムーホの市、は画計

護介要

　 　

　

　

　

　

　

   

　

　

所役市（係料険保
免減の料険保、に
事いな得をむやの
特の費住居・費食

）どな
書るかわの入収の
保康健・証険保護

。す
たし請申にでま月

ららかかららちちここ
はくし詳
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平成30年度からの新国保制度における大阪府と府内市町村の役割分担

国保制度が大阪府内統一へと変わります

4 月から国民健康保険制度が変わります

　国民健康保険制度の安定的な財政運営や効率的な事業運営の確保を行うため、国保制度の実施主体が現在の
市町村から都道府県単位へと変更となります。大阪府は府内全体の医療給付費などの見込みを立て、それを賄
うための事業費納付金を市町村に割り当てます。市町村は大阪府が示す標準保険料率を参考に保険料を賦課・
徴収し、大阪府へ事業納付金を納めます。
問合　保険年金課（市役所 1階 6番窓口）

国保制度が大阪府内統一となると
①国保の手続きは今まで通り市町村が窓口です。
②府内どこに住んでいても標準保険料率を基に保険料が算定
されます。
（※市町村で特例措置を設けている場合、保険料が大阪府内
でも異なることがあります）

納付回数が変更になると
①国民健康保険料の通知が原則、年1回となります。
②仮算定分との差し引きを行わないため保険料額がわかりや
すくなります。
③12 か月分を 10 回で支払うので 1 回あたりの納付額は増
えますが、年間の保険料は変わりません。

財政運営

保険料の決定、
賦課・徴収

資格管理

保険給付

大阪府の主な役割 平成30年度からの市町村の主な役割 今までの市町村の主な役割

財政運営の責任主体 国保事業費納付金を大阪府に納付 財政運営の責任主体

市町村の標準保険料率を
算定・公表

標準保険料率などを参考に保険料を
賦課・徴収

各市町村、医療費・収納率など
を参考に保険料を賦課・徴収

事務の効率化・広域化・標準
化を推進

原則、変わりません 被保険者証等の発行

保険給付費等交付金の市町村
への支払い

保険給付の決定、支給原則、変わりません

　従来、４月に送付していた仮算定納付通知書は廃止され、国民健康保険料の通
知は年 1回、6月に当該年度の年間保険料を決定し、第 1期から第 10期分まで
を 6月から翌年 3月までで割り振りし、世帯主あてに通知します。

■平成30年度から国保健康保険料の納付回数が変わります

今まで

30年度
から

４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

（仮算定）4月～ 6月の
仮保険料の通知

（本算定）年間保険料から仮算定分を差し引き、
7月から翌年 3月までで割り振る

（通知）保険料は 12か月分を 10回にほぼ均等に割り振る
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４月から

保険料率が変わります
後期高齢者医療制度の

　大阪府後期高齢者医療広域連合では、平成 30・31 年度の保険料率が決定されました。

①被保険者均等割額の軽減
世帯の所得水準に応じて保険料の被保険者均等割額（5万 1,491 円）が軽減されます。

②会社の健康保険などの被扶養者であった人の保険料の軽減
　後期高齢者医療制度に加入する日の前日において、会社
の健康保険や共済組合、船員保険の被扶養者であった人に
ついては、当面の間、所得割額は課されず、平成 30 年度
は均等割額の５割が軽減され、平成 31 年度以降は資格取
得後 2 年を経過する月までの間に限り、均等割額の５割が
軽減されます。
※国民健康保険・国民健康保険組合に加入されていた人は
対象となりません。

保険料額のお知らせと納め方　　　　　　
　本年７月に、平成 30 年度の後期高齢者医療保険料の決
定（本算定）にかかる「保険料額決定通知書」と「保険料
納入通知書」が一体となった通知書を送りますので、保険
料額や保険料の納め方などの内容をご確認ください。

●保険料の軽減が受けられる場合

被保険者
１人当たり
５万 1,491 円

賦課のもととなる
所得×所得割率
（9.90％）

（年額）
均等割額保険料 所得割額

（限度額 62万円）

■ 平成 30・31年度
後期高齢者医療制度
の保険料算出方法

所得の判定区分
①下欄②に属する被保険者であり、かつ、当該世帯の被保険者全員
の各所得が０円であるとき（ただし、公的年金等控除額は 80 万円
として計算する）
②世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が、基礎
控除額（33万円）を超えないとき
③世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が【基礎
控除額（33 万円）＋27 万５ ,000 円 × 被保険者の数】を超えない
とき
④世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額などが【基礎控
除額（33万円）＋50万円×被保険者の数】を超えないとき

軽減割合

９割

8.5割

５割

２割

5,149円

7,723円

２万5,745円

４万1,192円

軽減後の均等割額（年額）

※軽減対象となる人の判定は、大阪府後期高齢者医療広域連合が市区町村から提供された所得情報に基づ
いて行いますので、被保険者の皆さんから申請をいただく必要はありません。ただし、所得情報がない
場合は判定ができませんので、市区町村の後期高齢者医療担当窓口への簡易申告などが必要です。

◎制度全般に関すること
大阪府後期高齢者医療広域連合　事務局
▷保険料、被保険者資格、被保険者証などに関すること
　資格管理課（☎06・4790・2028）

◎保険料の納付、その他各種届出に関すること
保険年金課（市役所 1階 6番窓口）へ

問合

17 広報いずみおおつ　平成30年4月号

■ 歯科健診　～口腔機能の低下や肺炎などを予防～
　府後期高齢者医療広域連合では、平成 30 年 4 月から歯
や歯肉の状態、口腔衛生状態などをチェックし、口腔機
能の低下や肺炎などを予防するため、歯科健診を実施し
ます。4月下旬頃に「歯科健診　実施登録歯科医院リスト」
をお送りします（年度途中に新たに 75 歳になられる人に
は、誕生月の翌月当初に順次お送りします）。
　広域連合が指定する歯科医院において、年度中（4 月 1
日～翌年 3 月 31 日）に 1 回、無料で受診することができ
ます。受診の際は、事前に歯科医院へお問い合わせのうえ、
被保険者証を忘れずにお持ちください。ただし、以下に
該当する人は歯科健診の対象外です。
①病院または診療所に 6か月以上継続して入院中の人
②特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、養護老人ホー
ム、障害者支援施設などの施設に入所または入居してい
る人
③介護予防事業における口腔ケアなどの歯科保健事業の
対象者
■ 健康診査　～年に１回無料で受けられます！～
　４月下旬ごろ、府後期高齢者医療広域連合の被保険者に、
「健康診査受診券」をお送りします。年度途中に新たに 75
歳になる人には、誕生月の翌月当初に順次お送りします。
　受診券が届きましたら、広域連合が指定する医療機関な
どで無料（年度中に１回）で受診できます。受診の際は、
事前に医療機関などにご連絡のうえ、受診券と被保険者証

を忘れずにお持ちください。
　ただし、以下に該当する人は対象外です。
①病院または診療所に 6か月以上継続して入院中の人
②特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、養護老人ホー
ム、障害者支援施設などの施設に入所または入居してい
る人
※退院・退所したなど事情変更があった場合は、受診券
を発行しますのでお問い合わせください。
■ 人間ドック　～最大２万6,000円を助成～
　費用の助成を受ける時は、市区町村の担当窓口に必要
書類をお持ちいただき、申請する必要があります。なお、
各年度中（4月 1日～翌年 3月 31 日）１回の受診に対し、
2万 6,000 円を上限として費用の一部を助成します。
【申請に必要なもの】　▷人間ドックの領収書の写し
▷検査項目が確認できるもの（検査結果通知書の写しな
ど）　▷被保険者証　▷口座情報がわかるもの
▷印かん
【注意事項】人間ドックを受診された人は、申請されるま
での間、領収書などを大切に保管願います。
問合　府後期高齢者医療広域連合　給付課（☎06・
4790・2031、ファクス 06・4790・2030　祝日を除く
月～金曜日　午前９時～午後５時30分
または保険年金課（市役所1階6番窓口）

歯科健診・健康診査・人間ドックの
費用を助成します！

後期高齢者医療制度の被保険者の皆さんへ

高額障がい福祉サービス等給付費の支給対象が拡大されます
平成 30 年 4 月から

▷現行制度　同一世帯に障がい福祉サービスを利用する方
が複数いる、または障がい福祉サービス・障がい児（通所・
入所）支援・補装具と介護保険サービスの両方を利用して
いるなど、高額障がい福祉サービス等給付費の基準額を超
えてサービス利用料を支払った場合に、申請により、超過
した額が高額障がい福祉サービス等給付費として払い戻さ
れます。
▷制度の拡充　現行制度に加え、平成 30 年 4 月から、65
歳に至るまで相当の長期間にわたり障がい福祉サービスを
利用してきた一定の高齢障がい者が引き続き障がい福祉
サービスに相当する介護保険サービスを利用する場合に、
障がい者の所得の状況や障がいの程度等の事情を勘案し、
当該介護保険サービスの利用者負担を障がい福祉制度（高
額障がい福祉サービス等給付費の支給）により軽減（償還）
できる仕組みが創設されました。

▷制度拡充により新たに対象となる人　
⑴　65 歳に達する日前５年間にわたり、障がい福祉サービ
ス（居宅介護・重度訪問介護・生活介護・短期入所）を受
けていたこと
⑵　⑴の障がい福祉サービスに相当する介護保険サービス
（訪問介護・通所介護・地域密着型通所介護・短期入所生
活介護・小規模多機能型居宅介護）を受けていること　
⑶　65 歳に達する日の前日において「低所得」又は「生活
保護」に該当し、65 歳以降に利用者負担の軽減の申請をす
る際にも「低所得」又は「生活保護」に該当すること　
⑷　65 歳に達する日の前日において障がい支援区分が２以
上であったこと　
⑸　65 歳まで介護保険サービスを利用してこなかったこと
問合　障がい福祉課（市役所１階 10 番窓口）
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